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リーマンショック以来の経済不況は、依然として深刻な事態が続き、仕事がなく倒産・廃業に追い込まれた業者や、卒業しても就職先がない高校生や、大学生など市民生活に大きな影響をもたらしています。
介護や医療の負担も重く、やむなく介護サービスも制限する世帯も少なくありません。最近の孤独死や無縁社会と呼ばれる現象も深刻です。
このような時代にあって、自治体は何よりも市民生活の安定を最重要課題にしなければなりません。また市民が希望の持てる施策が求められています。
日本共産党議員団は、昨年全市的にアンケートを実施し、市民団体とも懇談を行い寄せられた要望を予算要望書としてまとめました。
新年度の予算編成がおこなわれている最中でありますが、昨年度の要望書に新たに要望するものを加え、そのうち12項目を重点要望としました。
いずれも市民要望に基づく切実なものであります。予算要望に誠実に対応されますとともに、文書による回答をお願いいたします。
１、重点要望事項
1） 地元業者の仕事起こしで経済波及効果が期待される住宅リフォーム助成制度を実施すること。
2） 現在緊急雇用対策として採用し、保育園や小中学校に派遣している営繕職員を臨時職員から常勤の職員として採用すること。
3） 近隣市では江南市だけが廃止した、一人暮らし高齢者の福祉医療給付制度を復活すること。
4） 子どもの医療費無料制度を通院も含めて中学卒業までとすること。
5） 国民健康保険税の均等割に中学生までの子供は含めないこと。
6） 私立高校生の授業料助成を復活すること。
7） 新図書館建設については、市民参加の検討委員会で検討を始めること。
図書購入費を増額し、蔵書の充実を図り、現施設でも魅力ある図書館にすること。
8） 新ごみ処理施設建設計画については、一旦白紙に戻し、広域ブロックの解消を含め、全面的な見直しを行うこと。
また今回の教訓から、処理方式や機種の選定、建設候補地の選定にあたっては、情報公開と説明責任、住民参加を基本とすること。
生ごみのたい肥化など徹底したごみ減量によるコンパクト化と公害を出さない施設の探究を行うこと。
9） 市民参加で、地域巡回バスを含む総合的な交通システムを構築すること。
当面要望の強い、江南厚生病院への交通アクセスとして、松竹・江南団地・後飛保地域に早急にいこまいCAR定期便の運行、若しくは名鉄バスの延伸を実施すること
１０）防犯灯の設置と管理は、公費負担とすること。
１１）黒字続きの水道料金を値下げすること
１２）布袋鉄道高架事業については、事業費の縮減に努めるとともに、名鉄に対し応分の負担を強く求めること。
２．雇用・中小零細企業対策に関する予算。
１３）零細業者の営業を支えるため、一定期間、店舗・工場の賃借料など固定経費を助成すること。
１４）小規模契約希望者登録制度を広く周知するとともに、発注を増やすこと。
１５）緊急保障制度への利子補給も保証料助成と合わせて行うこと。
１６）江南市の緊急雇用対策職員の拡大を図り、延長すること。
１７）生きがい活動から生活費のための就労に変わってきているシルバー人材センタ
ーの工賃の引き上げと就労機会の拡大を進めること。
３．福祉に関する予算
（１）子育て支援・子どもの貧困対策について
１８）保育園のクラス担任は原則正規職員で行うこと。
１９）保育園の民営化（指定管理者制度）を中止すること。
２０）一時保育指定園を現行の2園から布袋地域にも拡大すること。
２１）産休明け保育を実施すること。
２２）拠点園を決めて休日保育を実施すること。
２３）病児保育を市内でも実施できるようにすること。
２４）発達障害児の早期発見のため5歳児健診を実施すること。
２５）公設のおもちゃ図書館を作ること。
２６）延長保育料や学童保育料については、ひとり親家庭については免除すること。
２７）保育料の減免は、保護者の生活実態に合わせて行うこと。
　（２）高齢者福祉について
　２８） 地域の公会堂なども活用し、地域に根ざした福祉の拠点を作り、介護予防やふれあいのネットワーク化を進めること。
　２９）健康づくりや地域サロンの運営を住民参加で進めるため、リーダー講習やボランティアの育成を計画的に進めること。
　３０）ふれあいのネットワークを広め、孤独死を無くす取り組みを進めること。
　３１）ごみ出しボランティアの制度化を進めること。
　３２）７０歳以上の特定健診やガン検診は無料とすること。
　３３）介護保険料の減免制度を拡充すること。特に課税世帯でも、高齢者本人が無年金や年金等が低額なものに対する減免制度を拡充すること。
　３４）ヘルパー派遣の利用料助成は引き続き行うとともに、他のサービスについても軽減措置を実施すること。
　３５）介護認定に当たっては、介護者の意見も十分取り入れ、実態に合ったものになるよう配慮すること。
　３６）市が直接認定する現在の体制を基本に、認定従事者の勤務が過重とならないよう人員増を含め配慮すること。
　３７）介護認定者には、障害者控除の認定書を発送すること。
　（３）障害者福祉について
　３８） 障害者自立支援法の廃止を国に求めること。
　３９） 公立の学童保育所でも障害児を受け入れること。
　４０） 精神障害者の医療費については、昨年一般医療費も２分の１助成になりましたが、他の障害者と同様に全額助成を行うこと。
　４１）精神障害者の心の居場所となっている「ハートフレンズ」の会場確保と継続的な運営のための支援を行うこと。
　４２）精神障害者の地域活動支援センターを江南市内にも設置すること。
　　
　（４）医療・国民健康保険について
　４３）後期高齢者医療制度の廃止を国に求めるとともに、国・県・市の繰り出しを行い、保険料値上げを行わないこと。
　４４）後期高齢者医療制度の特定健診の充実や人間ドックを実施するよう広域連合に申し入れるとともに、当面人間ドックも特定健診のように独自に実施すること。
４５）インフルエンザワクチンの接種は、課税世帯にも軽減措置を拡大すること。
４６）ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン助成を継続して行うこと。
４７）負担の重い子宮頸がんワクチン接種を全額助成とすること。
４８）高齢者の肺炎球菌ワクチンの助成を行うこと。
４９）国民健康保険制度に、傷病等休業補償制度を創設すること。
４．教育に関する予算
　５０）全学年で30人以下学級を実施すること。
　５１）全国学力テストへ参加しないこと。
　５２）すべての小中学校に図書館司書を配置すること。
　５３）ひきつづき特別支援教育支援員の増員、養護教員の増員を行うこと。
　５４）児童用のコンピューターを現在の２人に１台を一人に１台とすること。
　５５）洋式トイレの増設を進めること。
　　５６）子どもたちが授業に専念できるよう、学校にエアコンを設置すること。
　５７）日本語のわからない外国籍児童の指導補助のための要員を拡充すること。
　５８）スクールソーシャルワーカーを各学校に配置すること。
５９）学習指導要領の改訂に伴う小学校での英語活動の導入に対し、外国人指導者の加配を進めること。
６０）広島への中学生派遣を復活すること。
６１）就学援助に眼鏡の購入費を入れること。
６２）一宮東養護学校のマンモス状態を解消するため、尾北地域への養護学校の誘致を積極的に進めること。
５．環境・ごみ対策・地球温暖化対策に関する予算
　６３）太陽光発電装置の固定資産税を免除し、普及を進めること。
６４）事業所に対し、地球温暖化対策を推進するため、環境保全協定を結び、「環境計画・保全目標」を策定するよう積極的に働きかけること。
６５）廃食油の自動車燃料への再利用を促進すること。
６６）集合住宅などの、生ごみのたい肥化を推進すること。
６７）資源ごみ・分別ごみをすべてまとめて出すのではなく、ペットボトルやプラスチック類などは毎週出すことができるよう収集方法の見直しを進めること。
６８）耕作放棄地対策と農業に担い手確保のため、新規就農者への就農助成金を支給すること。
６９）耕作放棄地等を利用してこれから農業を始めたい人と地権者との橋渡しの制度を作ること。
７０）市民の農業参加を促進するためにも、朝市等へ市民菜園の出品を認めること。
７１）愛北衛生処理組合の新処理施設については、第１次処理後、五条川右岸流域下水道の処理場への投入が可能と見込まれることから、あらたな建設用地は不要となると考えられるので、５億円余の基金は取り崩すよう関係市町と協議すること。
６．まちづくりに関する予算
　７２）歩道の段差の解消をすすめ、人にやさしい道づくりを推進する。
７３）道路の新設改良にあたっては、自転車道を整備するよう配慮すること。
　７４）依然として、路面の交通標識が消えているところが多い。特に事故に直接つながる「規制」の標識に対し、直ちに全面的に塗り替えるよう県に強く要望すること。
７５）スケートボードの愛好者のために、スケートパークを設置すること。
７６）市街地に不足している子どもの遊び場を、歩いていける範囲で公園、遊園地等の配置計画を立て進めること。
７７）木曽川沿いにバーベキューのできる公園を整備すること。
　当面、現在の施設の整備を行い、広く知らせること。
７８）公園に、筋力トレーニングや健康づくりを楽しくできる健康遊具を設置すること。
７９）江南通り線（旧名草線・市役所から南）の歩道の設置等改良工事の計画を立て進めること。
８０）不要不急の事業については、すでに決定しているものでも廃止も含めて見直しを行うこと。（布袋本町通り線等）
７．防災に関する予算
８１）総合治水対策を計画策定だけにとどめず、重点地域を策定し、より効果的な対策を早急に推進すること。
８２） 日光川流域の治水対策についても、早急に推進するよう県に申し入れるとともに、江南市としても貯留施設の設置など流出抑制を基本とした、治水計画を持つこと。
８３）同報防災無線の設置にあたっては、地域の実情をよく把握し、より効果的になるように配慮すること。
８．平和行政を推進し、真に住民の暮らしに役立つ市政、住民参加の市政のために。
８４）市民の相談に対応した職員は、担当課のみではなく関連する諸制度についても精通し、他課とも連係をとり、実質的なワンストップサービスを実施できるようにすること。
８５）構造改革路線を見直し、採用は正規職員を原則とし、現業職場の採用凍結を解除すること。
８６）保健師や看護士を増員し、子育て世代や高齢者の訪問指導を拡充すること。
８７）公共事業の積算単価の見直しを行い、経費の節減に努めること。
８８）男女共同参画行政は市長部局が担当し、宣言都市にふさわしい男女共同参画のまちづくりを推進すること。
８９）子どもの権利条約を生かした、子ども条例を制定すること。
９０）岐阜基地の航空機騒音に対し、早朝・夕方の訓練は行わないよう申し入れるとともに、特に航空ショーでのブルーインパルスは中止するよう申し入れること。　
９１）農業をつぶし、食の安全も脅かすＴＰＰへの参加に反対すること。
９２）保育施設の最低基準を廃止するなど、民間参入に道を開き、子育ての制度を根本から改悪する子育ての新システムに反対すること。
９３）一括交付金など国の責任をあいまいにする地域主権改革に反対すること。
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